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売 上 高 、 営 業 利 益 は と も に 計 画 達 成 。 経 常 利 益 、 四 半 期 純 利 益 は デ リ バ テ ィ ブ
評 価 益 の 影 響 に よ り 、 計 画 を 大 き く 上 回 っ た

対 面 で の 営 業 活 動 が 本 格 的 に 再 開 し 、 取 引 先 数 、 販 売 数 量 を 拡 大 す る こ と に よ り 、
売 上 高 、 営 業 利 益 と も に 順 調 に 成 長

第2四半期累計期間（4月 - 9月）全社業績の概要

(単位：百万円)
当 期 計 画
2024年3月期

4月-9月

当 期 実 績
2024年3月期

4月-9月
計 画 対 比

売 上 高 51,400 54,558 +6.1%

営 業 利 益 3,350 3,774 +12.7%

経 常 利 益 3,340 4,317 +29.3%

親会社株主に帰属する
当四半期純利益 2,290 2,836 +23.9%

前 期 実 績
2023年3月期

4月-9月
前 期 対 比

49,811 +9.5%

3,607 +4.6%

3,668 +17.7%

2,401 +18.1%
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第2四半期累計期間（4月 - 9月）全社業績・セグメント別業績のポイント

全社業績のポイント

プラットフォーム

コマース

その他

■ 売 上 高 は 、 全 セ グ メ ン ト に お い て 前 期 対 比 で 増 収 、 計 画 対 比 で 達 成 と な っ た

■ 営 業 利 益 は 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 事 業 が 増 益 、 計 画 達 成 と な り 、 全 社 業 績 を 牽 引 し た

■ メ デ ィ ア は 堅 調 。 サ ー ビ ス は 新 車 領 域 、 整 備 鈑 金 ソ フ ト と も に 売 上 高 、
  営 業 利 益 が 計 画 達 成   

■ チ ケ ッ ト 販 売 は 堅 調 。 タ イ ヤ ・ ホ イ ー ル 事 業 は 売 上 高 は 成 長 、 計 画 達 成 も 、
  仕 入 原 価 の 上 昇 を 販 売 価 格 に 転 嫁 し き れ ず 、 営 業 利 益 が 計 画 未 達 成

■ 沖 縄 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 社 の 連 結 子 会 社 化 に 伴 い 、 売 上 高 は 成 長 、 計 画 達 成
も 、 そ の 他 の グ ル ー プ 会 社 の 影 響 に よ り 、 営 業 利 益 が 計 画 未 達 成

セグメント別業績のポイント



（メディア）
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第2四半期累計期間（4月 - 9月）
プラットフォームセグメントの業績概要

中古車領域
オプション商品の導入数が伸長し、売上高、営業利益ともに成長

ロ ー ン チ 済 み の A I を 利 用 し た オ プ シ ョ ン 商 品 の 導 入 が 拡 大 し 、 売 上 は 堅 調 に 推 移 。
プ ロ モ ー シ ョ ン 戦 略 の 変 更 に 伴 う 広 告 宣 伝 費 の 増 加 、 下 半 期 の 取 り 組 み へ の 先 行 投 資
が あ っ た も の の 、 営 業 利 益 は 増 益 、 計 画 を 上 振 れ た 。

新 規 の 法 人 本 部 営 業 の 強 化 に よ り 、 取 引 先 工 場 数 を 拡 大 。 「グ ー 故 障 診 断 」、 「グ ー メ
ン テ ナ ン ス パ ッ ク 」の 導 入 工 場 数 も 、 計 画 を 上 回 り 順 調 に 拡 大 。 上 半 期 は 、 取 引 先 工 場
数 を 増 加 し 、 マ ー ケ ッ ト カ バ ー 率 を 上 昇 さ せ る 戦 略 を と っ て い た が 、 第 3 四 半 期 以 降 は 、
導 入 商 品 の 稼 働 率 を 高 め る フ ェ ー ズ に 移 行 し 、 月 額 単 価 の 向 上 を 図 る 。

整備領域

（メディア）

新車領域

（サービス）

新車販売にかかる市場環境は改善、新規獲得が伸長
新 車 納 期 の 短 縮 に 伴 い 、 新 車 デ ィ ー ラ ー の 新 規 顧 客 獲 得 ニ ー ズ は 上 昇 。
国 産 車 メ ー カ ー と の 協 力 体 制 を 強 化 す る こ と で 、 当 該 メ ー カ ー 系 デ ィ ー ラ ー に お い て
「DataLine Sales Guide」の 導 入 が 伸 長 。 売 上 高 、 営 業 利 益 と も に 成 長 し 、 計 画 よ り 上 振 れ 。

マーケットカバー率は順調に拡大、強化商品の導入工場も増加

整備鈑金ソフト

（サービス）

新規取引先数を拡大し、累計期間において増収増益に転換

営 業 の 強 化 に よ り 、 第 1 四 半 期 の 課 題 で あ っ た 新 規 獲 得 を 増 加 す る こ と が で き 、 売 上 、
営 業 利 益 が 成 長 。 市 場 で は 既 存 シ ス テ ム 商 品 利 用 の 要 望 も あ り 、 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス の
市 場 投 入 を 延 期 し 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ を 行 っ た 既 存 シ ス テ ム 商 品 に よ り さ ら な る 取 引 数
拡 大 を 図 る 。

プラットフォーム



7

第2四半期累計期間（4月 - 9月）
コマースセグメントの業績概要

タイヤ・
ホイール事業

売上高、販売本数は成長、為替、原価高騰が営業利益に影響

仕 入 れ コ ス ト の 上 昇 は 、 順 次 販 売 価 格 へ 転 嫁 し た 上 で 、 販 売 本 数 の 成 長 性 を 確 保 し 、
売 上 高 は 成 長 。
売 上 高 総 利 益 率 、 売 上 高 営 業 利 益 率 の 低 下 は 、 円 安 の 影 響 に 伴 う 輸 入 タ イ ヤ の 仕 入 れ
コ ス ト の 増 加 が 主 要 因 。 段 階 的 な 値 上 げ を 行 っ て い る も の の 原 価 の 増 加 分 全 て は 販 売
価 格 に 転 嫁 で き て お ら ず 、 引 き 続 き 販 売 価 格 の 見 直 し を 行 い 、 収 益 性 の 改 善 を 図 る 。

（物品販売）

新車輸出に伴う中古車輸出の遅れが断続的に発生

新 車 輸 出 の 増 加 に よ る 船 積 み ス ペ ー ス 圧 迫 の 影 響 を 受 け 、 主 要 輸 出 先 で あ る マ レ ー シ ア
へ の 輸 出 が 遅 延 し 、 売 上 高 は 減 収 、 計 画 未 達 成 。
た だ し 、 慢 性 的 で は な く 一 時 的 な 問 題 の た め 、 第 ３ 四 半 期 以 降 は 改 善 さ れ る 見 通 し 。

中古車輸出

（物品販売）

チケット販売

（チケット販売）

仕入れ強化により、収益性の高い商材の売上が拡大
イ ン バ ウ ン ド に よ る 商 品 券 需 要 、 人 流 の 活 発 化 に よ る 、 旅 行 ・ レ ジ ャ ー チ ケ ッ ト 等 の
需 要 が 高 ま り 、 売 上 高 は 順 調 に 成 長 。 前 期 か ら 取 り 組 ん で い る E C 強 化 は 、 収 益 性 の
高 い 商 材 の 販 売 数 拡 大 に 寄 与 す る な ど 、 営 業 利 益 は 前 期 か ら 成 長 を 担 保 し 、 収 益 性 が
改 善 傾 向 。

コマース
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第2四半期累計期間（4月 - 9月）セグメント別 売上高・営業利益

(単位：百万円)
当 期 計 画

2024年3月期
4月-9月

当 期 実 績
2024年3月期

4月-9月
計 画 対 比

プラットフォーム
売上高 15,262 15,672 +2.7%

営業利益 4,141 4,556 +10.0%

メ デ ィ ア
売上高 12,382 12,662 +2.3%

営業利益 3,391 3,680 +8.5%

サ ー ビ ス
売上高 2,879 3,010 +4.5%

営業利益 749 875 +16.8%

コマース
売上高 32,758 34,974 +6.8%

営業利益 203 163 ▲20.0%

物 品 販 売
売上高 13,333 13,831 +3.7%

営業利益 76 ▲5 ▲107.1%

チケット販売
売上高 19,424 21,142 +8.8%

営業利益 127 168 +32.5%

その他
売上高 3,379 3,910 +15.7%

営業利益 99 90 ▲9.2%

前 期 実 績
2023年3月期

4月-9月
前 期 対 比

14,843 +5.6%

4,366 +4.3%

11,969 +5.8%

3,631 +1.3%

2,874 +4.7%

734 +19.3%

32,122 +8.9%

55 +193.9%

12,868 +7.5%

▲57 -

19,253 +9.8%

113 +48.8%

2,846 +37.4%

161 ▲44.0%
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メ デ ィ ア は 下 半 期 取 り 組 み の 販 促 費 用 を 先 行 投 資 、 サ ー ビ ス は 収 益 率 を 改 善
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月額単価

58.8千円

中古車領域の取引店舗数と月額単価推移
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*1:対象マーケット（当社調べ） 39,081店舗

*2:解約率は2022年4月～2023年3月までの値です。

*3:Monthly Recurring Revenueの略称です。
対象月の月末時点における継続課金取引先に係わる
月額料金の合計額です。

解約率

2.1%
(12ヶ月平均)

MRR

13.5億円
(2023年9月)

*3

取引店舗数

22,991店舗
(業界シェア58.8％)

*1

0

60

120

0

15,000

25,000

取引店舗数

(単位：店舗）

月額単価

(単位：千円）

前期対比
+2.5％

前期対比
+2.1％

FY23.03                FY24.03                

*2

プラットフォーム
（メディア）

支 払 総 額 表 示 義 務 化 に 伴 い 、 一 時 的 に 取 引 店 舗 数 が 減 少



月額単価

15.2千円

取引工場数

6,054工場
(業界シェア6.6％)

整備領域の取引工場数と月額単価推移
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*1:対象マーケット 91,946工場
 一般社団法人日本自動車整備振興会連合会

認証事業場および指定事業場の推移(2023年3月末集計)

*2:MOTOR GATE PIT INの月額利用料を含みます。

*3:解約率は2022年4月～2023年3月までの値です。

*4:Monthly Recurring Revenueの略称です。
  対象月の月末時点における継続課金取引先に係わる
  月額料金の合計額です。

解約率

1.3%
(12ヶ月平均)

MRR

0.9億円
(2023年9月)

*4

*1

*2

00

15

30

3,000

6,000

取引工場数

(単位：工場）

月額単価

(単位：千円）

前期対比
+11.4％

前期対比
△0.5％

FY22.03                FY23.03                FY24.03                

*3

プラットフォーム
（メディア）

法 人 本 部 営 業 の 強 化 に よ り 取 引 工 場 数 を 拡 大 、 月 額 単 価 は 微 減
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*1:対象マーケット（当社調べ） 14,300拠点

*2:解約率は2022年4月～2023年3月までの値です。

*3:Monthly Recurring Revenueの略称です。
  対象月の月末時点における継続課金取引先に係わる
  月額料金の合計額です。

解約率

0.4%
(12ヶ月平均)

MRR

1.3億円
(2023年9月)

*3

取引拠点数

6,361拠点
(業界シェア44.5％)

月額単価

20.2千円

*1

0

20

40

0
0

4,000

8,000

取引拠点数

(単位：拠点）

月額単価

(単位：千円）

前期対比
+2.7％

前期対比
+1.9％

FY22.03                FY23.03                FY24.03                

*2

プラットフォーム
（サービス）

新車納期は改善傾向、国産車メーカーとの協力体制を深め、新規獲得が伸長
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2024年3月期 通期業績予想の修正（2023年10月31日発表）

(単位：百万円)
2023年3月期

実 績
2024年3月期
修正前計画

2024年3月期
修 正 後 計 画

売 上 高 105,596 109,380 112,538

営 業 利 益 7,336 7,740 8,164

経 常 利 益 6,963 7,730 8,707

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益 4,424 5,340 5,886

設 備 投 資 2,712 1,803 2,032

減 価 償 却 費 988 1,226 1,196

E P S 110.05円 132.68円 146.26円

1 株 当 り 配 当 金 35円 35円 35円

業 績 予 想 の 修 正 に つ い て

2024年3 月 期 第 2 四 半 期 累 計 実 績
に つ い て は 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム
事 業 の 業 績 が 堅 調 に 推 移 し た こ
と な ど か ら 、 売 上 高 、 営 業 利 益 、
経 常 利 益 及 び 親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益 が 当 期 計 画 を
上 回 る 結 果 と な り ま し た 。

第 3 四 半 期 以 降 に つ い て も 、
プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 事 業 に お け る
中 古 車 、 整 備 、 新 車 の 各 領 域 で
D X 商 品 ・ サ ー ビ ス の 拡 販 に 努
め る と と も に 、 コ マ ー ス 事 業 に
お い て も 収 益 性 の 改 善 に 努 め て
ま い り ま す が 、 物 価 上 昇 に よ る
消 費 低 迷 懸 念 、 円 安 進 行 に よ る
仕 入 れ 原 価 の 上 昇 等 、 先 行 き 不
透 明 な 市 場 環 境 を 踏 ま え 、 2024
年 3 月 期 の 連 結 通 期 業 績 予 想 に
つ い て は 、 第 2 四 半 期 累 計 期 間
に お け る 上 振 れ 分 の み を 加 味 し
た 業 績 予 想 と し て お り ま す 。
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セグメント別 通期売上高・営業利益予想の修正（2023年10月31日発表）

(単位：百万円)
2023年3月期

実績
2024年3月期
修正前計画

2024年3月期
修 正 後 計 画

プラットフォーム
売上高 30,305 31,570 31,981

営業利益 8,565 8,793 9,208

メ デ ィ ア
売上高 24,431 25,729 26,010

営業利益 7,100 7,343 7,631

サ ー ビ ス
売上高 5,873 5,840 5,971

営業利益 1,465 1,450 1,576

コマース
売上高 68,548 70,553 72,769

営業利益 417 881 841

物 品 販 売
売上高 29,573 31,553 32,051

営業利益 193 620 538

チケット販売
売上高 38,974 39,000 40,718

営業利益 223 261 302

その他
売上高 6,742 7,255 7,787

営業利益 378 260 251



中期3ヶ年計画の実現に向けて

16
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中古車販売・整備業界を取り巻く環境の変化

2023年10月1日 中古車販売価格「支払総額表示」の義務化

販 売 価 格 を 表 示 す る 場 合 は 「 車 両 本 体 価 格 」 に 「 諸 費
用 」 を 加 え た 価 格 を 「 支 払 総 額 」 の 名 称 を 用 い て 表 示

2024年10月 O B D 検査の導入

・ 消 費 者 は 、 検 索 時 に 購 入 に か か る 費 用 が わ か り 、
予 期 せ ぬ 諸 費 用 、 購 入 条 件 を 提 示 さ れ る こ と が な く
な る

・ 消 費 者 は 、 定 期 的 に 電 子 装 置 の 状 態 を 確 認 す る こ
と で 、 目 に 見 え な い 電 子 制 御 機 能 に つ い て も 安 心 し
て 車 に 乗 り 続 け ら れ る

中古車購入時の消費者の視点

価格への不安

支 払 総 額 表 示 を 希 望 *1 事 故 ・ 故 障 歴 の 有 無 を 重 視 *3

車両状態への不安

鑑 定 証 の 有 無 を 重 視 *3

約90% 64.8%

*1 一般社団法人 自動車公正取引協議会 『中古車の販売価格の表示が、｢支払総額｣に変わります。』より
*2 当社調べ 『カーユーザーレポート2023』（調査期間2023年2月21日～23日）より

 Q.現在主に運転している車の購入時に情報収集で利用したメディアに関して、それぞれのメディアを使って情報収集した内容をすべてお知らせください。
*3 当社調べ 『カーユーザーレポート2020』（調査期間2019年12月10日～11日）及び 『カーユーザーレポート2023』 （調査期間2023年2月21日～23日）より

Q.中古車は同じ車種、同じ価格でも、車両ごとに状態が異なります。以下それぞれの状態に関して、あなたが主に運転している中古車の購入時にどれくらい重視したかをお知らせください。

現 在 の 自 動 車 の 検 査 （ 車 検 ） は 、 自 動 運 転 技 術 等 に
用 い ら れ る 電 子 装 置 の 機 能 確 認 に は 対 応 し て い な い

ルールの変更

63.9%

2023年

2020年
34.6%

2023年

29.6%
2020年

40.5%

各車種の購入相場が知りたい*2

2023年



18

当社の表明 健全な中古車業界を目指して

当社は、消費者に必要な情報の開示を進めます

１. 2023年10月１日から中古車の販売価格が

「支払総額」表示になりました

２.「グー鑑定」により修復箇所や傷・凹みの
車両状態情報がわかる第三者機関の鑑定証付き

３. 目視点検で見えない部分もクルマの健康診断で

「見える化」を促進します 

価格への不安を取り除く

車両状態への不安を取り除く

ク ラ イ ア ン ト 向 け
9 月 2 9 日 ～ グ ー ネ ッ ト 掲 載 全 店 舗 に 圧 着 D M を 発 送

消 費 者 向 け
グ ー ネ ッ ト サ イ ト 特 設 ペ ー ジ に て 公 開
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当社の取り組み 健全な中古車業界を目指して

価格への不安を取り除く

①支払総額表示
「車両本体価格」と「諸費用」の金額を表示

②月々支払額（ローン）表示
 実質年率、総支払回数、割賦支払価格等を表示

車両状態への不安を取り除く

第三者機関の日本自動車鑑定協会
（JAAA）の鑑定師が中古車を鑑定。
プロが一台一台チェック。

外装 内装

機関 骨格

支 払 総 額 表 示
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2023年10月～グー故障診断を中古車領域に展開

グー故障診断 診断書

2022年10月
整備工場向けに
ローンチ

2024年10月
OBD検査の導入

グ
ー
故
障
診
断
利
用
回
数

時間

市場規模

月 額 利 用 料 金
+ 従 量 課 金 （ １ 診 断 ご と ）

2023年10月
中古車領域に展開

料金体系

新たなプレイヤーの参入
を支援し、顧客を創造

[グー故障診断機性能]

診断可能車種 国産車全メーカー(対象拡大予定)

価格 ○(サブスクモデル)

消費者向け表示 ◎(診断書を自動発行）

[ 整 備 領 域 ]

安 全 で 快 適 な 移 動 の 実 現 に 向 け て
「 診 断 の 文 化 を 創 る 」

[中 古 車 領 域 ]

目 視 点 検 で 見 え な い 部 分 も ク ル マ の
健 康 診 断 で 「 見 え る 化 」 を 促 進

販売・買取シーン
での利用を促進

既存の整備工場
マーケットでの
シェア向上

車両状態への不安を取り除く

消費者に見える化ができるのが強み

[ 整 備 領 域 ]

認 証 工 場 数 ： 91,946工場*1

国 内 の 年 間 車 検 台 数 ： 約3,350万台*2

*1一般社団法人日本自動車整備振興会連合会
認証事業場および指定事業場の推移(2023年3月末集計)

*2 令和3年度版 自動車整備白書より

[中 古 車 領 域 ]

グーネット中古車 平均掲載台数
約53万台（2022年10月～2023年9月）

目指す姿
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2023年10月～グーメンテナンスパックを中古車領域に展開

グーメンテナンスパック

定期的に車のメンテナンスを行える
サービスパック
グーネットピットと契約している対応
整備工場にて、車のメンテナンス・診断
を実施

2022年10月
整備工場向け
にローンチ

グ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
パ
ッ
ク

加
入
台
数

時間

メンテナンスパックの購入率 （当社調べ 2022年）

グーネット中古車 平均掲載台数
 約53万台（2022年10月～2023年9月）

市場規模

料金体系

27,500円～

新車購入ユーザー

58.4%

中古車購入ユーザー

24.6%

2023年10月
中古車領域へ展開

＊軽自動車 2年コース（次回車検なし）の場合
＊2023年10月1日時点での料金表より

新たなプレイヤーの参入
を支援し、顧客を創造

中古車購入ユーザーに
メンテナンスパックを
販売既存の整備工場

マーケットでの
シェア向上
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A I技術

データベース

デ ー タ を 軸 に し た
新 商 品 ・ サ ー ビ ス の 開 発

現 在 は 、 故 障 診 断 の
デ ー タ を 収 集 す る
フ ェ ー ズ

グー故障診断

データベース

数 年 来 に お よ ぶ
走 行 距 離 、 内 外 装 、
骨 格 、 機 関 等 の 検 査
結 果 が 蓄 積

車両データの統合でデータビジネスの加速を目指す

データベース

掲 載 車 両 、 成 約 車 両 の
価 格 情 報 の 精 度 が 向 上

支 払 総 額 表 示

そ れ ぞ れ の デ ー タ ベ ー ス に 保 存 さ れ て い る デ ー タ を 掛 け 合 わ せ る

統 合 さ れ た 車 両 デ ー タ に A I を 掛 け 合 わ せ 、
デ ー タ の 価 値 創 造 を す る

データビジネスの展望

マスターデータ

1 9 8 9 年 以 降  
国 産 / 輸 入 車 構 築
カ バ ー 率  約 8 7 ％

自動車マスターデータ
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先 端 の テ ク ノ ロ ジ ー ・ ノ ウ ハ ウ を 活 用 し た 事 業 領 域 の 拡 大

中期成長戦略：事業領域の拡大

当社の既存事業
での積極活用

他社との
データ連携

当社グループ
シナジー強化

M & Aの活用
による

新規事業領域
への展開

PROTO DATA PLATFORM

統合データプラットフォーム



Appendix
ーKPI・業績ー
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新車領域オプションサービス  導入拠点数推移
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AIチャットボット

DataLine AI査定
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2023年9月 実績（導入拠点数）

納 車 対 応 と 新 規 販 売 を 両 立 す る の た め の 業 務 効 率 化 ニ ー ズ を 捉 え 、
D X プ ロ ダ ク ト の 導 入 拠 点 数 が 増 加

2023年6月 実績（導入拠点数） 増減

+118

▲20

+22

+39

▲1

▲23
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対象マーケット数：
14,300拠点

対象マーケット数：
14,300拠点

プラットフォーム
（サービス）



（単位：百万円）

2023年3月期
期末

2024年3月期
第2四半期

増減

実績(a) 構成比 実績(b) 構成比 (b)-(a) %

流 動 資 産 39,537 65.3% 42,336 65.6% 2,798 107.1％

固 定 資 産 21,016 34.7% 22,154 34.4% 1,138 105.4％

流 動 負 債 15,538 25.7% 17,245 26.7% 1,706 111.0％

固 定 負 債 1,499 2.5% 1,466 2.3% ▲32 97.8％

純 資 産 43,515 71.9% 45,778 71.0% 2,263 105.2％

総 資 産 60,553 100.0％ 64,490 100.0％ 3,936 106.5％

（単位：百万円）

2023年3月期
期末

2024年3月期
第2四半期

増減

実績(a) 構成比 実績(b) 構成比 (b)-(a) %

現 金 及 び 預 金 23,739 39.2％ 24,349 37.8％ 610 102.6%

有 利 子 負 債 4,446 7.3% 5,151 8.0% 704 105.2%

ネ ッ ト キ ャ ッ シ ュ 19,292 31.9% 19,198 29.8% ▲93 99.5%

2024年3月期第2四半期 連結貸借対照表
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（単位：百万円）

2023年3月期
第2四半期

2024年3月期
第2四半期

増減

実績(a) 実績(b) (b)-(a)

営業活動によるキャッシュ・フロー 61 1,626 1,565

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲3,173 ▲1,019 2,154

財務活動によるキャッシュ・フロー 444 ▲17 ▲461

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 23,283 24,091 807

（単位：百万円）

2023年3月期
第2四半期

2024年3月期
第2四半期

増減

実績(a) 実績(b) (b)-(a)

投 資 額 （ 有 形 ・ 無 形 固 定 資 産 ） 3,405 1,166 ▲2,238

減 価 償 却 費 470 529 59

の れ ん 償 却 額 244 109 ▲134

2024年3月期第2四半期 連結キャッシュ・フロー計算書
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連結業績（四半期推移）
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（単位：百万円）
2021.3期

Q2
2021.3期

Q3
2021.3期

Q4
2022.3期

Q1 *1
2022.3期

Q2 *1
2022.3期

Q3 *1
2022.3期

Q4 *1
2023.3期

Q1 *1
2023.3期

Q2 *1
2023.3期

Q3 *1
2023.3期

Q4 *1
2024.3期

Q1 *1
2024.3期

Q2*1

売 上 高 13,937 17,315 15,325 13,661 12,646 16,384 14,753 23,784 26,027 29,518 26,310 27,220 27,337

売 上 総 利 益 5,978 6,859 6,391 6,233 5,752 6,603 6,037 6,709 6,554 7,688 6,991 7,317 6,850

E B I T D A 1,667 2,418 1,347 2,096 1,606 2,366 1,591 2,415 1,907 2,760 1,763 2,541 1,726

営 業 利 益 1,335 2,088 1,014 1,780 1,304 2,057 1,280 2,082 1,525 2,368 1,360 2,231 1,542

経 常 利 益 1,273 2,045 1,245 1,865 1,365 2,064 1,327 2,100 1,568 1,709 1,584 2,755 1,562

親会社株主に帰属する
四 半 期 純 利 益

774 1,437 1,624 2,281 1,341 1,426 830 1,398 1,002 1,089 933 1,808 1,027

（単位：百万円）
2021.3期

Q2
2021.3期

Q3
2021.3期

Q4
2022.3期

Q1 *1
2022.3期

Q2 *1
2022.3期

Q3 *1
2022.3期

Q4 *1
2023.3期

Q1 *1
2023.3期

Q2 *1
2023.3期

Q3 *1
2023.3期

Q4 *1
2024.3期

Q1 *1
2024.3期

Q2 *1

販 売 費 及 び
一 般 管 理 費

4,642 4,771 5,376 4,452 4,448 4,545 4,757 4,627 5,028 5,319 5,631 5,085 5,308

人 件 費 1,872 1,867 1,883 1,797 1,647 1,682 1,722 1,808 1,828 1,913 1,906 1,942 1,936

広 告 宣 伝 費 1,139 1,184 1,782 989 1,421 1,206 1,535 1,132 1,409 1,396 1,690 1,315 1,493

そ の 他 1,630 1,719 1,710 1,665 1,379 1,656 1,500 1,687 1,790 2,010 2,033 1,827 1,878

*1:新収益認識基準となります。



連結業績  セグメント別P L（四半期推移）
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売上高
（単位：百万円）

2022.3期
Q2 

2022.3期
Q3 

2022.3期
Q4 

2023.3期
Q1 

2023.3期
Q2 

2023.3期
Q3 

2023.3期
Q4 

2024.3期
Q1

2024.3期
Q2

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 7,210 7,203 7,375 7,364 7,478 7,622 7,839 7,767 7,904

メ デ ィ ア 5,743 5,783 5,875 5,925 6,043 6,137 6,325 6,309 6,352

サ ー ビ ス 1,466 1,420 1,500 1,439 1,434 1,485 1,514 1,457 1,552

コ マ ー ス 4,750 8,152 6,198 15,233 16,888 19,870 16,555 17,316 17,658 

物 品 販 売 4,750 8,152 6,198 6,544 6,324 9,671 7,033 7,166 6,665

チ ケ ッ ト 販 売 - - - 8,688 10,564 10,198 9,522 10,150 10,992

そ の 他 685 1,028 1,178 1,186 1,659 2,025 1,871 2,136 1,774

合 計 12,646 16,384 14,753 23,784 26,027 29,518 26,266 27,220 27,337

営業利益
（単位：百万円）

2022.3期
Q2

2022.3期
Q3

2022.3期
Q4

2023.3期
Q1

2023.3期
Q2

2023.3期
Q3

2023.3期
Q4 

2024.3期
Q1

2024.3期
Q2

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 1,843 2,095 1,711 2,328 2,038 2,243 1,956 2,430 2,125

メ デ ィ ア 1,412 1,716 1,313 1,937 1,694 1,867 1,600 2,041 1,639

サ ー ビ ス 430 379 398 390 343 375 355 389 486

コ マ ー ス ▲212 307 ▲56 107 ▲52 434 ▲72 163 ▲0

物 品 販 売 ▲212 307 ▲56 79 ▲137 352 ▲101 62 ▲68

チ ケ ッ ト 販 売 - - - 28 85 81 28 100 67

そ の 他 90 133 49 123 38 237 ▲19 137 ▲47

管 理 部 門 ▲417 ▲478 ▲425 ▲477 ▲498 ▲546 ▲503 ▲499 ▲535

合 計 1,304 2,057 1,280 2,082 1,525 2,368 1,360 2,231 1,542
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企業目標
挑戦し続けることで変化（チェンジング）を生み出す

チェンジング・カンパニー

当社の特徴

2023年3月期業績

これからの10年で、私たちを取り巻くモビリティ環境は一変します。
ガソリン車は、多様なカーボンニュートラル車へ。
個人所有は、共有や共用へ。時代が大きく変わるとき、企業の真価が
問われます。

当社は、中古車・新車・整備、二輪、各事業領域における
車両データやユーザーデータの蓄積・活用を進め、マスター、データ、
AIを軸とした新たなサービスを創出し、激変する環境にいち早く対応
します。

これからも、「夢と感動 楽しい！」の追求を通じて、
新しい時代の「モビリティスタイル・パートナー」へ。
そして、世の中に新たな価値を生み出し、
真に社会から選ばれる「未来社会のパートナー企業」へ。
当社は、企業目標として「チェンジング・カンパニー」を掲げ、
全社一丸となって企業目標を実現してまいります。

代表取締役社長

売上高 1,055億円 時価総額 472億円*

営業利益
 

73億円 PER 8.50倍*

ROE 10.6% PBR 1.02倍*

＊2023年10月30日時点

クルマ情報メディア「グーネット」を運営し、中古車販売店 取引店舗数
シェアは約60%と中古車情報メディアのリーディングカンパニー。

モビリティ領域のDXをトータルサポートし、中古車・新車・整備領域を
横断したDXの推進。

マスター×AI×データでプラットフォームを構築し、モビリティ領域の
インフラを目指す。

モビリティ領域のNo.1プラットフォームへ

マスター×AI×データで価値創造

2024年3月期指標
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* 2022年3月期以降は新収益認識基準となります。
* 2023年3月期以降は2022年5月13日公表の数値となります。

売上高・営業利益の推移

2015.10
DataLine SalesGuideの提供開始

グーのエリア展開
グーのシリーズ展開

サービスのITシフト
M&Aの積極展開

事業ポートフォリオの

         選択・集中

2013.12
グーピット開設

1995.10
グー首都圏版創刊

2001.8
グーバイク創刊
2002.3
グーパーツ創刊

1992.12
グー関西版創刊

1996.10
グーネット開始

データプラットフォーム
構築の推進

営業利益
（億円）

32
（計画）

2012.4
グーネットエクスチェンジ
株式取得

2013.4
オートウェイ株式取得

2015.4
タイヤワールド館ベスト
株式取得

2007.6
グー鑑定を首都圏で提供開始

2022.4
コスミックグループ
株式取得
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プロトグループによる経営支援

＊1 上記の図は、自動車の流通過程の一例です。
＊2 各サービスの提供会社は、P26の主要グループ会社別のセグメント内訳をご覧ください。
＊3 アイコンは icons8を使用しています。https://icons8.com/

新車
ディーラー

乗換提案
動画

中古車販売店

自動車整備工場

中古車輸出

新車ディーラー
向け商談ツールの提供

乗換提案動画の
作成ツールの提供

買取・下取り
査定ツールの提供

オート
オークション

タイヤ・
ホイール販売

中古車鑑定
業務の実施

中古車情報
掲載メディア整備情報掲載メディア

整備鈑金
見積りソフトの提供

タイヤ・ホイール販売

中古車の
買取・下取り
が発生

新車販売～乗換 中古車在庫商品化

中古車販売整備・メンテナンス

プ ロ ト グ ル ー プ は 、 自 動 車 販 売 ・ 整 備 業 の 経 営 を ト ー タ ル サ ポ ー ト

グループの事業支援

自動車関連情報
プラットフォームの提供

掲載情報の登録

v

v

ｖv

v

ｖv

v

v
v v

v

プラットフォーム
セグメント

コマース
セグメント



当社プラットフォームのビジネスモデル
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クライアント
（中古車販売店/整備工場）

ユーザー

メディア

・中古車検索

・中古車・整備情報登録 （在庫登録）
・ユーザーの問い合わせ対応

課金体系：
MOTOR GATE利用料
（月額固定/在庫台数連動型）
+MOTOR GATE 各種オプション料

・コンテンツ閲覧
・中古車販売店/整備工場

への問い合わせ
・来店予約、オンライン商談予約

課金体系：無料

・自動車関連情報プラットフォーム
 (中古車販売店マネジメントシステム)

プラットフォーム

・整備工場検索

プラットフォーム

・新車商談時のコスト比較機能
・乗り換えシミュレーション機能
・将来価格予測機能
・乗換提案書機能

・査定機能

ユーザー

クライアント
（新車ディーラー）

・顧客情報登録
・ユーザー車両情報登録

課金体系：
月額利用料（月額固定）
+各種オプション料

・新車ディーラー担当者より
情報の受領

プラットフォーム（メディア）

プラットフォーム（サービス）

＊ユーザー向けのメディアを運営し、当該メデ
ィアの掲載管理システムの利用料を受け取る
ビジネスモデル

＊新車ディーラー向けの商談・査定等支援ツー
ルを提供し、当該サービスの利用料を受け取
るビジネスモデル



主要グループ会社別のセグメント内訳

プラットフォーム

メディア

メディア：中古車・整備・二輪 プロトコーポレーション、プロトソリューション

鑑定事業 カークレド

アライアンス グーネットエクスチェンジ

サービス
新車 プロトコーポレーション

整備鈑金ソフトウェア販売 プロトリオス

コマース

物品販売

タイヤ・ホイール販売 オートウェイ、タイヤワールド館ベスト

中古車輸出 グーネットエクスチェンジ

物品販売 プロトコーポレーション、プロトソリューション

チケット販売 チケット販売事業 コスミック流通産業

その他 ―

農業・不動産・その他 プロトコーポレーション

BPO プロトソリューション

投資事業 プロトベンチャーズ・プロトベンチャーズ2号投資事業有限責任組合

太陽光発電 オートウェイ

バスケットボールチームの運営 沖縄バスケットボール 35

セグメント サブセグメント 詳細



会社概要

社名 

創業 

設立 

資本金 

発行済株式総数 

本社 

支社 

事業年度末

社員数

 

上場取引所 

連結子会社 

株式会社プロトコーポレーション 

1977年10月1日 

1979年6月1日 

1,849百万円 （2023年3月31日現在） 

41,925,300株 （2023年3月31日現在）

〒460-0006 名古屋市中区葵一丁目23番14号

〒160-0023 東京都新宿区西新宿六丁目18番1号

札幌、仙台、高崎、長野、浜松、名古屋、金沢、大阪、広島、松山、福岡、熊本 (全国35拠点)

3月31日

連結：1,468名 (2023年3月31日現在)

単体：   534名 (2023年3月31日現在) 

東京証券取引所プライム市場、名古屋証券取引所プレミア市場

1. 株式会社オートウェイ

2. 株式会社タイヤワールド館ベスト

 3. 株式会社グーネットエクスチェンジ

4. 株式会社プロトリオス 

 5. 株式会社カークレド

 6. 株式会社カーブリックス

 7. 株式会社プロトソリューション

 8. 株式会社沖縄コールスタッフサービス

9. 株式会社アソシエ

10. 株式会社オニオン

11. 株式会社プロトベンチャーズ

12. プロトベンチャーズ2号投資事業有限責任組合

13. コスミック流通産業株式会社

14. コスミックGCシステム株式会社

15. 沖縄バスケットボール株式会社

16. 沖縄アリーナ株式会社

17. 沖縄スポーツアカデミー株式会社

18. CAR CREDO (Thailand) Co., Ltd.  

19. 株式会社UB Datatech （持分法適用関連会社）

（2023年3月31日現在）
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本資料で提供されているIR情報には、将来の見通しに関する情報が含まれています。

これら歴史的事実以外の情報は、当社グループが属する業界の競争、市場、諸制度に

係るリスクや不確実性による影響を受ける可能性があります。その結果、当社が現時

点で把握可能な情報から判断した仮定及び推測に基づく見込みは、将来における実際

の成果及び業績とは異なる場合があり得ることを、ご承知おきください。

株式会社プロトコーポレーション 経理・財務部門 河合・中江

Tel ：052-934-1514

Mail: 4298ir@proto-g.co.jp

将来予測について

本資料及び当社IRに関するお問い合わせ先
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